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3.1

　放射線による身体的影響は、放射線被ばくの「有無」ではなく「量」が問題です。
　人体が放射線を受けたことにより身体に影響を及ぼすかどうかは、外部被ばくか内
部被ばくか、全身被ばくか局所被ばくか、局所被ばくであるならば、どこに受けたの
か、そしてどのくらいの量の放射線をどのくらいの期間で受けたかによって決まりま
す。
　放射線の身体的影響の種類や程度については、こうした情報が多ければ多いほど、
正確に判断することができます。
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3.1

　放射線による人体への健康影響を考える際には、確率的な影響と確定的な影響の二
つに分けて考える方法があります。上の図は、確率的影響と確定的影響（組織反応）
を整理したものです。
　確定的影響は一定以上の線量を被ばくしない限り発生することはありません。その
うちの多くは、被ばく後、数週間以内に現れる急性障害に分類されます。
　確率的影響は、低い線量でも発生の可能性がゼロではないと考えられている影響で
す。一般的に安全側に立ち、しきい値がないと仮定して管理が行われています。
　ただし、ヒトでは、動物実験の結果と同じような頻度で放射線による遺伝性疾患が
出現することは、確認されていません。
　（関連ページ：上巻P85「放射線影響の分類」、上巻P86「確定的影響（組織反応）
と確率的影響」）
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3.1

　放射線の影響は、放射線を受けた本人に出る身体的影響と子供や孫等子孫に出る遺伝
性影響に分けられます。
　また、被ばくしてから症状が出るまでの時間によって分類されることもあります。す
なわち、被ばく後、比較的早く症状が出る「急性影響（早期影響）」と、数か月後以降
に現れる「晩発影響」に分けることができます。
　さらに、放射線の影響が生じるメカニズムの違いにより「確定的影響（組織反応）」
と「確率的影響」に分ける方法もあります。
　「確定的影響」は、臓器や組織を構成する細胞が多数死んだり、変性したりすること
で起こる症状です。例えば、比較的大量の放射線を浴びると、数週間以内に皮膚障害を
起こしたり、造血能低下により血球の数が減ったりすることがあります（急性放射線症
候群）。また妊娠中に大量の放射線を浴びると胎児に影響が出たり、眼に当たるとしば
らくしてから白内障になることがあります。
　一方、「確率的影響」は、がんや遺伝性影響といった、細胞の遺伝子が変異すること
で起こる影響です。放射線はDNAを傷つけ、その結果、突然変異が起こることがあり
ます（上巻P88「DNAの損傷と修復」）。個々の突然変異が病気につながる可能性は低
いものの、理論的にはがんや遺伝性影響の原因となる可能性が全くないとはいえませ
ん。そこで、がんや遺伝性影響については、しきい線量はないものと仮定して、管理が
行われています。
　（関連ページ：上巻P86「確定的影響（組織反応）と確率的影響」、上巻P108「ヒト
での遺伝性影響のリスク」）
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3.1

　確定的影響の特徴は、これ以下なら影響が生じない、これ以上なら影響が生じると
いう「しきい線量」が存在するということです。しきい線量を超えると、一度にたく
さんの細胞死や変性が起こり、影響の発生率は急激に増加します。
　一方、放射線防護において、確率的影響にはしきい線量はないと仮定されています。
この仮定に基づくと理論上どんなに低い線量でも影響が発生する確率はゼロではない
ことになります。100～200ミリシーベルト以下の低線量域については、放射線被ば
くによる確率的影響を疫学的に検出することが極めて難しく、国際放射線防護委員会
（ICRP）は、低線量域でも線量に依存して影響（直線的な線量反応）があると仮定し
て、放射線防護の基準を定めています（上巻P163「生物学的側面」）。
　低レベル放射線によるがんのリスクを評価する場合には、主に広島・長崎の原爆被
爆者集団の疫学調査の結果を用いています（上巻P117「固形がんによる死亡と線量
との関係」）。放射線被ばく線量とがん発生の関係はおよそ150ミリシーベルト以上で
は、ほぼ直線的に線量と共にリスクが上昇することが分かっています。しかし、150
ミリシーベルトより低い線量では、直線的にリスクが上昇するかどうかは明らかでは
ありません。また原爆のように短い時間に高い線量を受ける場合に対して、低い線量
を長時間にわたって受ける場合（低線量率の被ばく）のほうが、被ばくした総線量が
同じでも影響のリスクは低くなるような傾向が、動物実験や培養細胞の実験研究で明
らかになっています（上巻P116「低線量率被ばくの発がんへの影響」）。
　（関連ページ：上巻P91「細胞死と確定的影響（組織反応）」）
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